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はあるが上昇した（図11）。意識として理解が進んだ
と感じている児童が増加したことは、本研究の一つの
成果と考える。
②児童の学力の変容
　本研究２年目の１月に実施したCRT調査と前年度
のデータとの比較を行った（図12）。
　国語基礎、算数基礎、算数活用で値が上昇した。全
体として学力が上向きに推移したことは、本研究の成
果と考える。一方、課題であった国語活用においては下
降傾向となった。僅かではあるが基礎学力の定着が見え
てきたところであるので、今後は一歩進んだ段階に向け
て、さらに学力向上を図っていく必要があると考える。
３．２　考察と今後への展望
　本研究では、教員の協働性（＝「つながり」）を深
め、学校の組織的教育力を高めることで学校課題であ
る児童の学力向上を目指した４つの実践を展開してき
た。実践のそれぞれの段階で認識の共有を丁寧に行っ
てきたことで、同一方向に向かって指導を展開しよう
とする雰囲気が教員間でより醸成されるようになり、
本校教員の「つながり」の深化や、学校の組織的教育
力の向上に一定の成果があったと考える。児童の意識面
での向上が見られたことも、その成果の表れであろう。
　一方、実践を通じて認識のすりあわせを丁寧に行っ
てきたが、個々の教員の経験に基づく微妙なずれや認
識の相違を調整し減ずることは、容易ではない面も
あった。しかし、教員同士が互いの認識を共有し同じ
方向で指導にあたることで、学校としての成果を上げ
ることができるであろう道筋も本研究を通じて垣間見
えた。本研究の実践のみで終わらせるのではなく、今
後も学校課題である児童の学力向上に向けてのプロセ
スとして、教員同士の「つながり」の深化を模索して
いきたい。
註
１　本研究は、研究実践当時の山崎の勤務校での取り組みを基
にしている。本研究ではＡ小学校と表記する。
２　本研究は、「学校における協働プロセス」に基づき、教員
間の共有を重視することから、共有するための時間と場所と
して校内研修全体会内に「つなぐタイム」を設定し、活用す
ることとした。
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図11　学校評価アンケート
児童：授業で学習したことがよくわかる。
Ａ：あてはまる　　　Ｃ：あまりあてはまらない
Ｂ：ややあてはまる　Ｄ：まったくあてはまらない
図12　CRT式標準学力調査の結果
（全国平均正答率を０としたときの校内平均正答率）
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